
- 1 -

令和５年（２０２３）年６月１８日版

熊本に投下された紙の爆弾「伝単」

１ 紙の爆弾「伝単」とは
□伝単（でんたん）とは「戦時において敵国の民間人、
兵士の戦意喪失を目的として配布する宣伝謀略用の
印刷物（ビラ）。その語源は物事を伝える紙片とい
う意味の中国語」である。情報戦でのプロパガンダ
リーフレットである。

□「第二次世界大戦では、各国とも数千万枚とも数億
枚ともいわれる伝単を印刷し、飛行機を用いて広域
に散布」している。「日本上空の制空権を握ったア
メリカ軍は、連日Ｂ－２５爆撃機等で、空襲の目標
となる都市に大量の「空襲予告」宣伝ビラを散布
した。これを拾った者は憲兵や警察へ届けることに
なっていたが、「確実な予告ビラであり、リアリテ
ィに富み、日本の民衆心理に効果をあげた」という。

２ 県内各地に投下された「伝単」の状況
□県内では、これまでに熊本市３種と天草市２種での
「伝単５種」が確認されている。

□終戦間際の日中に、熊本市東区「吉原橋」上流で、
「双胴機体の小型飛行機（沖縄移駐のＰ３８機か）」
複数機から多量のビラが投下された。

※龍田地区住民よりの証言
□第２回熊本大空襲（８月１０日）で投下された伝単
を、故上田穣一氏が複写し保管。現在は所在不明だ
が『戦後７５年 熊本空襲の実相を後世へ』に「日
本国民に告ぐ」伝単の複写資料が掲載されている。
写真３が同型品

□１９４５（昭和２０）年８月６・７日、熊本市内に
投下された「伝単二種」を高木第四郎氏（元九州新
聞社社長）が収集。現在熊日新聞博物館に展示。

□天草市枦宇土（はじうと）町の井上善徳氏証言。「終
戦間際で米軍小型機から枦宇土集落に投下された。
全て拾って役場に届けた。チラシにはチャーチル・米国人の顔写真」があった。証言
から「写真２ トルーマン伝単」と想定される。

□天草市本渡町の本多裕子氏証言。牛深町二浦の早浦湾で国民学校６年生の時に、「米
兵とロシア兵が日本列島を軍靴で踏みつけている写真のビラを拾った」との証言を、
長男の本多康司氏が伝え聞いた。ソビエト連邦の日本参戦を伝える「感激の握手」伝
単と想定される。

３ 熊日所蔵「伝単」の概要
□写真４－上段は、「無条件降伏の意義」伝単（１３７－Ｊ－１）、横１５cm×縦１０c
m、二色印刷。日本国民に向けての「長びく戦争の無意味さを伝え、日本国民の滅亡
を意味する」と記している。

□写真４－下段は、「ポツダム宣言」伝単（１５２－Ｊ－１）、横２０cm×縦12.5cm。
ポツダム宣言１３項目を解説し、「合衆国等の各政府が、日本に対して布告した合同
最後通牒の要旨」と記されている。また、手書きで「本書ハ昭和二十年八月六・七日
頃ヨリ敵機ヨリ投下シタルモナリ」「廣島ハ八月五日 長崎ハ八月八日 曝彈投下」
と添え書きされている。

４ まとめ
□熊本県内投下の「伝単」実物資料は、熊日新聞博物館所蔵「二種・二枚」である。
□昭和二十年八月十二日熊本日日新聞に「熊本市に紙の爆弾 傳単の内容を喋れば厳罰
敵の思想謀略」に記事が掲載され。熊本市内での伝単投下を、８月１０日「第２回熊
本大空襲」当日が「初投下」であると報じている。

□熊本での空襲実相を知るため、県全域での「紙の爆弾・伝単」資料検証が必要である。
県民に向けて「実物資料や新たな証言等の情報提供」等を求め、戦争実相の解明が必
要である。

□天草市本渡歴史民俗資料館で、２０２３年夏の平和展「本渡・楠浦空襲と天草の軍人
像」で、写真２・４等の各種「伝単」を展示予定である。

写真１ 日本本土に落とされた「伝

単・日本国民に告ぐ 第１回目」

※上村真理子氏所蔵資料

写真２ 米大統領トルーマンの写真

が記された「日本国民諸氏 ツルー

マンより一書を呈す」伝単

※同型品資料
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写真４ 熊本で実際に投下された「伝単 二種」 両資料ともに右側が「現物」、左側が「複写」である。

上段①「無条件降伏の意義」伝単 下段②「ポツダム宣言」伝単 熊日新聞社新聞博物館所蔵

写真３ 上田穣一氏収集

「日本国民に告ぐ」伝単

※同型品資料
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資料 昭和二十年八月十二日熊本日日新聞「熊本市に紙の爆弾」 ※該当部分のみトリミング
















